
脚肋吻l脚l吻l泄†叫，泄1吻11泄I勒l脚l吻1脚一物ハ小物1脚†吻l脚l吻l小物l泄l上物l脚l吻加泄物価

23日から予単項譲合う即日部
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こ、笥約箆どうぞ（090イ5四・朗牙g）

で凍てぬく約ちゃん

萄
開
発
計
画
（
鞄
属
記
念
館
増
設
）
は
一
旦
凍
結
し

ま
ず
森
曹
的
鯛
登
の
東
旅
を

浦
声
域
を
国
史
跡
に

岡
村
正
弘
刀

平
和
資
料
館
革
の
家
館
長

（
高
知
市
山
ノ
端
町
）

昨
年
末
、
本
欄
に
「
浦
戸
城

の
意
義
」
と
い
う
投
稿
が
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
触
発
さ

れ
る
よ
う
に
新
春
の
浦
戸
城
跡

を
訪
ね
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
浦
戸
は
、

本
山
氏
や
長
宗
我
部
氏
の
興
亡

の
地
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
航

海
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
広

く
知
ら
れ
た
日
本
列
島
の
玄
関

的
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
桂
浜
荘
」
改
築
工
事
の
際

に
延
長
禦
叢
池
及
ぶ
石
垣
が

発
見
さ
れ
、
土
塁
、
天
守
台
、

迫
手
道
な
ど
の
当
時
の
遺
構
も

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
垣
は
今

後
調
査
を
す
れ
ば
も
っ
と
広
い

範
囲
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
ま
た
追
手
道
の
木
立

の
闇
か
ら
は
、
滞
戸
湾
口
を
行

き
交
う
船
が
手
に
取
る
よ
う
に

見
え
、
そ
の
眺
め
は
一
幅
の
絵

の
よ
う
で
す
。

私
た
ち
は
数
年
前
、
高
知
城

を
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
か
ら
守
る

運
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

の
際
、
専
門
家
の
方
々
か
ら

「
滞
戸
城
は
国
史
跡
級
」
と
の

声
が
し
ば
し
ば
聞
か
れ
ま
し

た。
桂
浜
周
辺
は
大
き
な
再
開
発

が
計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
今
、
全
国
で
は
地
域
の
歴

史
や
文
化
を
生
か
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
浦
戸
城
跡
も
こ
の

際
、
組
合
的
な
調
査
を
行
い
国

史
跡
と
し
て
保
存
整
備
し
、

「
史
跡
浦
戸
城
跡
」
を
中
心
に

据
え
た
活
性
化
が
図
ら
れ
た
な

ら
ば
、
高
知
市
の
魅
力
は
さ
ら

に
高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

うか。
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産
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才

■
す
孝
か
帰
が
車
威
す
。

」
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声
ひ
ろ
伊
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よ
り

首
倍
暴
発
政
治
か
ら

く
、
b
U
守
る

県
政
へ
全
力

一
野
脚
の
漠
の
く
り
レ
向
背

〆
蘭
の
扁
2
再
音
量
か
、
紹

日
脚
材
ら
河
が
直
ぎ
す
。

什
象
虜
即
で
凌
兜
夢
（
ヲ
月

2
日
飢
′
臍
）
豪
農
愚

妄
塵
夢
言
品
目
府
頑
）
、

告
靂
∂
田
佃
4
時
癖
）
が
疲

つ
予
零
す
。

布
竪
琴
に
ご
君
責
、

ご
事
空
電
と
う
そ
〓
‥

の

声
二
律
〔
■

「
、
つ
／
、
ふ
う

⑳
　
4
鍔
の
靡
．
塵

に
融
け
て
す
す
イ
諾
き

ま
ぴ
ぃ
好
靡
や
す
。

下
天
帝
藤
と
r
す
ご
い
、

こ
ん
な
事
初
の
で
し
と
。

務
名
剣
頑
手
管
痢
ロ

壷
1
苧
チ
つ
鰐
何
の
臼

零
す
だ
て
・
J
ヒ
の
草
葉
豆

と
ぎ
ど
、
い
き
レ
虐
げ
、
私

だ
巧
の
荊
隼
　
2
～
ヲ
の

琴
釆
て
い
牢
と
の

夢
ぜ
レ
声
．

芳
年
あ
呑
老
人
ク
ラ

耳
の
鼻
に
誘
い
ぞ
つ
に

者
て
い
声
、
の
解
る
。

牽
n
肴
の
所
持
ば
行
学

者
せ
ん
。
寿
命
耐
熱
膿
も

轟
の
刀
、
箸
（
′
■

⑳
′
壷
、
兼
好
搾

取
ぞ
小
才
せ
ん
。

豊
の
傍
鱒
留
金
商

意
簡
廿
葛
、
蜜
が

零
し
て
テ
ロ
弼
面
色

毒
′
藤
城
し
ぎ
ロ
夢
拝

し
た
豪
華
封
チ

ロ
葦
喀
断
じ
て
軒

で
茅
せ
ん
。
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ト
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